
熊本市

熊本都市圏については、
熊本環状連絡道路を含め、
関係機関と連携し、道路ネット
ワークの計画の具体化に向けて、
検討中

大津熊本道路
R2 ：新規事業化

JR鹿児島本線等連続立体交差事業
R2.3.31鉄道の高架化（全工事の完了）

熊本西環状道路（池上工区）
道路新設

（都）春日池上線
R2.3月：4車線化（交差点改良を含む）

熊本環状連絡道路
調査中 北側復旧道路

R2.10.3 ：開通

宇土道路
道路新設

熊本宇土道路
道路新設

熊本西環状道路（（仮称）砂原工区）
調査中

熊本都市道路ネットワーク検討会について

第4回検討会の報告

2 コロナ情勢下での交通状況（公共交通・道路交通状況の変化）

3 今後の取り組みについて

➢ 自動車交通は、コロナ禍以前の状況まで回復しているが、公
共交通は未回復。「公共交通から自動車交通へ移動手段が移
りゆく可能性」が確認された。(図1、図2参照)

▼図1 自動車交通の利用台数の変化（対前年４月比）

➢ コロナ禍でも大型車は不変的な交通として活動していたこと
から「物流交通の不変性・重要性」が確認された。(図3参照)

▼図3 自動車交通の時間帯別交通量（平日：小型車・大型車別） ※新南部57号新南部

1 道路ネットワークに係る事業進捗について
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▼図2 公共交通の月別利用者数の変化（対前年４月比）
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➢ 渋滞対策については、短期対策から新たな道路網構築といった長期対策まで、

時間軸を設定した段階的な整備による解決を目指す。

➢ 新広域道路交通計画は、新型コロナウイルス感染症等の社会変化の可能性に

備え柔軟な計画に留意が必要とされているため、今後も分析検討を進める。

➢ 短期対策については、主要渋滞箇所における交差点改良や既存ストックを有
効活用した対策、パークアンドライド拡大等を推進する。
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